
MACF 礼拝説教要旨
2021 年 9 月 26 日
「あなたのためのメシアが」

ルカによる福音書 2 章 8 節～20 節
2:8 その地方で羊飼いたちが野宿をしながら、夜通
し羊の群れの番をしていた。
2:9 すると、主の天使が近づき、主の栄光が周りを
照らしたので、彼らは非常に恐れた。
2:10 天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体
に与えられる大きな喜びを告げる。
2:11 今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主
がお生まれになった。この方こそ主メシアである。 
2:12 あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に
寝ている乳飲み子を見つけるであろう。これがあな
たがたへのしるしである。」 
***************************
1）羊飼いたちへの福音
当時、羊飼いという職業はあまり評判のよくないも
のだったと言われています。
彼らは、羊の所有者に雇われて、羊と一緒に生活し、
牧草を求めて旅をするいわゆる遊牧民たちでした。
盗みを働いたり、常に移動しているので住所不定と
なり裁判の際に証人の役割を果たすことはできなか 
ったと言われています。

しかし神様からの｢救い主の誕生」の知らせは、まず
社会的には底辺に属していた羊飼いのところにもた
らされました。
「今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主が
お生まれになった。この方こそ主メシアである。」

羊飼いたちに対して「あなたがたのために」という公
式のアナウンスがなされしかも｢よいニュース、救い
主の誕生のしらせ」が羊飼いのためになされました。 
でも今夜の「あなたがた」は「社会では底辺の人間と
みなされていた

羊飼いたち」であり、かれらののための「救い主誕生」
のニュースでした。

福音は、社会的に恵まれている人のところにではな
く、恵まれていないところにまず届けられています。 
そしてそのニュースを聞いた羊飼いは、赤ちゃんを
探し当て、神様を礼拝しながら帰って行きます。

2）この方こそキリストです。
キリストという言葉は、ヘブル語ではメサイア。油注
がれた者という意味があります。
そしてこのキリストは神様からの３つの役職を一人
で完全に担うことのできるお方でなければなりませ
んでした。昔はそういう役職に任命するときには、そ
の人の頭に香油を注いだのです。キリストとしての
役職とは、世界中の人のための「王」「預言者」、す
べての人たちのための「祭司」の3種類です。
それらをひとりで担える存在は、今までいませんで
した。
そしてその任をまっとうできるお方こそ、救い主と
呼ばれるにふさわしいお方なのです。
キリストこそ神様が選んでくださった救い主なので
す。
＊「王」「王の王」
神様の愛と支配者としての力をそのまま実行するこ
とがおできになる王。
支配権をもっておられるお方。すべてを治める王。
その王様の存在こそ、信頼するものに平安と安心を
もたらします。
黙示録17章 14節には
「この者どもは小羊と戦うが、小羊は主の主、王の王
だから、彼らに打ち勝つ。小羊と共にいる者、召され
た者、選ばれた者、忠実な者たちもまた、勝利を収め
る。」
「王の王」という言葉が用いられています。メサイア
のクライマックスの時の歌詞です。
＊「預言者」



預言者の役割は神様のことばを預かり、そのまま告
知するというのが本来の仕事です。  
イエス様は、神様のことばを語り、その心を知らせ、
なによりイエス様ご自身が 神のことばと呼ばれて
いますので、そのお方の生き方そのものの中に神様
の考えや神様の 愛が見えるのです。生き方において
も、説教の内容においても、イエス様は預言者として  
神様の心を伝えました。  
ヨハネによる福音書14章 24節には  
「わたしを愛さない者は、わたしの言葉を守らない。
あなたがたが聞いている言葉はわたしのものではな
く、わたしをお遣わしになった父のものである。」と
書かれています。  
  
＊「祭司」 
「祭司」という役割ですが、これは「神様と人間の間
に立って執り成す」というのが重要な役割です。 
イエス様は私たちのために十字架にかかり、つまり
祭司自身が「いけにえ」となって神様からの裁きを受
け取ってくださいました。 私たちと神との間の仲保
者としての役割をはたしてくださいました。 
ヘブライ人への手紙4章 14節～16節には 
  
「さて、わたしたちには、もろもろの天を通過された
偉大な大祭司、神の子イエスが与えられているので
すから、わたしたちの公に言い表している信仰をし
っかり保とうではありませんか。 
4:15 この大祭司は、わたしたちの弱さに同情できな
い方ではなく、罪を犯されなかったが、あらゆる点に
おいて、わたしたちと同様に試練に遭われたのです。 
4:16 だから、憐れみを受け、恵みにあずかって、時
宜にかなった助けをいただくために、大胆に恵みの
座に近づこうではありませんか。」  
  
しかも、このニュースはすべての人たちのための喜
びの知らせだと語られています。  
わたしたちは、「喜びの知らせ」として認識している
でしょうか?  

  
３）「しるし」は飼い葉桶の中の赤ちゃん 
メシア・「王・祭司・預言者」としてやってくる救い
主がお生まれになった。 
そのニュースは驚くべきものだったと思います。 
にわかには信じられない気持ちになったと思います。 
しかも、その証拠というかしるしが語られますが 
「2:12 あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中
に寝ている乳飲み子を見つけるであろう。これがあ
なたがたへのしるしである。」 
とあり、飼い葉桶の中に寝かされている赤ちゃんこ
そ、そのお方だというのです。 
 
旧約聖書の中で長い間、預言され、待ち望まれていた
救い主の誕生のニュースがまず、貧しく社会的弱者
に属する羊飼いに告知されたことも驚きですが 
その救い主が「飼い葉桶に寝かされている」というの
もびっくりです。 
そしてその中の赤ちゃんこそが救い主だというので
す。なんとも貧しく、弱い、人の助けがなければ生き
られない状況に「救い主」はやってきました。 
そして、羊飼いたちは、その勧めに従い、喜んで探し
に行くのです。 
この単純な信頼、信仰。 
こんなに素晴らしいニュースを、簡単な方法で知る
ことができ、救い主に会うことができるというのは、
羊飼いにとってはまるで「棚からぼたもち」のような
気分だったかもしれません。 
でも、私たちが羊飼いの立場だったら「信じるでしょ
うか」赤ちゃんを探しにベツレヘムに向かうでしょ
うか？ 
不思議な出来事ではあったと思いますが、それでも、
それを単純に信頼し、ベツレヘムまで出かけるでし
ょうか。 
 
飼い葉桶に生まれたばかりの赤ちゃんイエス様を寝
かせることになるなどマリアにとっても、ヨセフに
とっても考えもしないことだったと思います。 



でも、彼らは当事者ですから、やむを得ません。 
さて、羊飼いはどうでしょう。 
素晴らしいニュースが、自分たちに伝えられた。これ
は驚くべき嬉しい出来事。そしてベツレヘムに行く
ことも、飼い葉桶に寝かされている赤ちゃんを探す
ことはちょっと勇気がいりますが、比較的簡単なこ
とです。 
救いを得るために社会的な地位も名誉も学歴も不要
なのです。 
頑張る必要さえありません。 
神の語られたことを素直に受け止め、受け入れ、その
線にそって行動するその線にそって生きる、それだ
けです。 
 
2:10 天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体
に与えられる大きな喜びを告げる。 
2:11 今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主
がお生まれになった。この方こそ主メシアである。 
2:12 あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に
寝ている乳飲み子を見つけるであろう。これがあな
たがたへのしるしである。」 
 
この「しるし」を聖書を読むことで知った私たちも羊
飼いと一緒にこのお方を歓迎する心、礼拝する心を
持てたら良いですね。 
このお方こそ、私たちのための重大な神様からの救
いのための「しるし」だからです。 
信じないものにならないで、信じるものになりたい
ものです。 
 
祝福がありますように。 


